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ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ第６回会合 

５月 27 日、「ＪＲ二島・貨物経営自立実現ＰＴ」第６回会合を開催し、同ＰＴ

の中間とりまとめとして「ＪＲと地域の将来展望を両立し、働く者が希望を持っ

て働きつづけられる自立経営の実現への提言」を策定した。 

事務局から提示した提言案

では、「地域における人流・物

流ネットワークのあり方」と

「経営のあり方」について、

それぞれの観点から“あるべ

き姿”を示し、今年度末で節

目を迎える支援措置について

は、2021 年度以降、現行の助

成策の延長・拡大が必要であ

るとした上で、その“あるべ

き姿”を実現するための将来

像を明確化することが重要と

の認識が示されている。一方

で、新型コロナウイルスによ

ってＪＲグループには深刻な

影響が出ており、厳しい経営

環境にあるＪＲ二島・貨物に

とっては経営自立へのスター

トラインに立つことも困難と

なることから、こうした影響

を考慮した対応も不可欠であるとしている。 

提言案については、中間とりまとめとして、共同座長をはじめ各委員から了承

を得られた。これを今後の議論のベースとしながら、９月末となった政府予算概

算要求、秋の臨時国会を見据えて、各方面へ主張を展開していく。 

 


